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那珂市文化協会　新たな船出

市政だより（幼保一元化の推進　ほか）

まちの話題

市中央公民館から図書案内

さわやかさん、表紙の裏側　ほか

裁判員制度がはじまります

歴史民俗資料館だより　水鳥

議会　第2回定例会

環境ミニTOPICS　ほか

 Information

活き活き人　ほか
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木崎小学校でパーコフィ・エイキンスさんを囲んで国際交流



２

　

司
法
は
、
立
法
、
行
政
と
並
ん
で
、
国

の
最
も
基
本
的
な
機
能
の
一
つ
で
す
。
司

法
は
様
々
な
紛
争
を
法
の
下
に
解
決
し
て

国
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守

り
、
時
に
は
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
秩

序
や
安
全
の
維
持
を
図
る
な
ど
、
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
司
法
に
向
け
ら
れ
た
期
待

に
対
し
て
、
そ
の
制
度
や
機
能
は
必
ず
し

も
応
え
き
れ
て
お
ら
ず
、
法
曹
（
裁
判
官
、

検
察
官
、
弁
護
士
）
の
数
が
足
り
て
い
な

い
、
裁
判
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
な
ど

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し

い
、
身
近
で
、
迅
速
で
、
頼
れ
る
司
法
が

必
要
と
さ
れ
、
司
法
制
度
改
革
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
昨
年
５
月
、「
裁
判
員
の
参

加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
成

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
布
の
日
か
ら

５
年
以
内
に
、「
裁
判
員
制
度
」
を
導
入
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
「
裁
判
員
制
度
」
は
、　

歳
以
上
の
国
民

２０

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
裁
判
員
」
が
殺
人

事
件
な
ど
の
重
大
な
刑
事
裁
判
に
参
加

し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制
度

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
の
内
容
に
、

一
般
の
国
民
の
皆
さ
ん
の
感
覚
が
反
映
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
司
法

に
対
す
る
理
解
や
信
頼
が
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成　

年
５
月
ま
で
に
施
行
さ

２１

れ
る
「
裁
判
員
制
度
」
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水戸地方裁判所
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【経 緯】
平成１１年７月：司法制度改革審議会発足
１３年６月：司法制度改革審議会意見書で裁判員制度導入を提言

１１月：司法制度改革推進法成立
１２月：司法制度改革推進本部設置

１４年２月：平成１６年１月まで裁判員制度・刑事検討会を開催し、
同制度の在り方を検討

３月：司法制度改革推進計画を閣議決定
１６年３月：「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」案を閣議決

定、国会に提出
５月：「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」案が国会

で可決・成立。公布
【今後の見通し】
　平成２１年５月までの間に、本法律が施行されます。
（この法律は、「法律の公布の日から起算して５年を超えない範囲内に
おいて政令で定める日」から施行することと定められています。）

■裁判員が参加する裁判の流れ

終　　了

裁
判
の
流
れ

判決の宣告

評議・評決

公 判 審 理

公判前整理手続

（裁判員は参加しない）

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
ま
で

裁判員候補者として

裁判所に呼ばれる　

裁判員が選ばれる

（裁判員等選任手続）

裁判員候補者名簿が

作られる　　　　　



広報なか７月号３

Ｑ１ 裁判員制度は、いつから始まるのですか？

Ａ　平成２１年５月までに開始することになっています。
Ｑ２ 法律を知らなくても大丈夫でしょうか？

Ａ　裁判員の役割に必要な法律は、裁判官が丁寧に説明
してくれるので心配はありません。裁判員制度では、
裁判官と裁判員が十分に話し合いながら裁判を行うの
で、裁判員に選ばれた皆さんが、事前に専門的な知識
を持っている必要はありません。

Ｑ３ 裁判員は、どのように選ばれるのですか？

Ａ　広く公平に裁判員が選任されるように、毎年１回、
２０歳以上の国民の皆さんの中から、くじで裁判員候補
者を選びます。候補者となったかたは裁判所からその
旨を通知され、裁判所による選任手続を経て、各事件
ごとに裁判員が正式に選ばれることになります。

Ｑ４ 裁判員になることを辞退できるのですか？

Ａ　広く国民の皆さんに参加していただく制度ですの
で、基本的には辞退はできないことになっています。
しかし、どうしても裁判員になることが難しい人もい
ると思われます。そのため、一定の理由のあるかた
（学生や７０歳以上のかた、病気か介護などの事情で裁
判所に来ることが難しいと認められるかたなど）は、
辞退することができることになっています。

Ｑ５ 裁判員になると、何日ぐらい裁判所に行かなけれ

ばならないのですか？

Ａ　多くの裁判は、数日間で終わります。裁判所として
も充実した裁判を行い、国民の皆さんの負担を軽くす
るよう努力していきます。
Ｑ６ 裁判員になることでトラブルに巻き込まれないで

しょうか？

Ａ　裁判員の氏名や住所などは公表されないなど、裁判
員を守るための様々な規定があります。また、判決を
決定する際に裁判員が述べた意見は明らかにされません。
Ｑ７ 仕事は休めるのですか？

Ａ　裁判員の職務を行うために仕事を休んでも、雇用主
は不利益な扱いをしてはならないと、法律に定められ
ています。
Ｑ８ 裁判員には、お金が支払われるのですか？

Ａ　裁判所に来られたかたには、日当や交通費が支払わ
れます。具体的な金額は、今後決められます。
Ｑ９ 裁判に関心がなくても、裁判員にならなくてはい

けないのですか？

Ａ　裁判員制度の導入により、法律の専門家でない国民
のみなさんの感覚が裁判の内容に反映されます。それ
によって、司法に対する理解や信頼が、より高まるこ
とが期待されています。この制度の意義を理解してい
ただき、ご協力をお願いします。

����������	����������	

●
裁
判
員
制
度
と
は

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事

裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有

罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て

も
ら
う
制
度
で
す
。

　

国
民
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
（
原
則
と

し
て
６
人
）
と
職
業
裁
判
官
（
原
則
と
し

て
３
人
）
が
協
力
し
て
刑
事
裁
判
を
行
い

ま
す
。
国
民
の
皆
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
国
民
に

と
っ
て
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な

り
、
司
法
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア

メ
リ
カ
･
イ
ギ
リ
ス
･
フ
ラ
ン
ス
･
ド
イ
ツ

･
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
裁
判
員
の
仕
事
や
役
割
は

１
公
判
に
立
ち
会
う

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と
一

緒
に
、
刑
事
事
件
の
法
廷
（
公
判
と
い
い

ま
す
）
に
立
ち
会
い
、
判
決
ま
で
関
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
判
は
、
で
き
る

限
り
連
続
し
て
開
か
れ
ま
す
。
公
判
で

は
、
証
拠
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証

人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま

す
。
裁
判
員
か
ら
証
人
等
に
質
問
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

２
評
議
・
評
決

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
ら
、
今
度
は
、

被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し

た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
、
裁
判

官
と
一
緒
に
論
議
し
（
評
議
）、
決
定
す
る

（
評
決
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。
評
決
は
、
多

数
決
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
裁

判
官
、
裁
判
員
の
そ
れ
ぞ
れ
１
人
以
上
の

賛
成
が
必
要
）。
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪

の
場
合
の
刑
に
関
す
る
裁
判
員
の
意
見

は
、
裁
判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。

３
判
決
宣
告
・
裁
判
員
の
任
務
終
了

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
裁
判

長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま
す
。

　

裁
判
員
と
し
て
の
役
割
は
、
判
決
の
宣

告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。

●
裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な
る
事
件
は

　

代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

②
強
盗
が
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る
い

は
、
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合　

（
強
盗
致
死
傷
）

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
死
亡
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）

④
泥
酔
し
た
状
態
で
、
自
動
車
を
運
転
し

て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
（
危
険
運
転
致
死
）

⑤
人
の
住
む
家
に
放
火
し
た
場
合
（
現
住

建
造
物
等
放
火
）

⑥
身
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐
し

た
場
合
（
身
代
金
目
的
誘
拐
）

⑧
子
供
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し
た
た

め
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
（
保
護
責

任
者
遺
棄
致
死
）

問
い
合
わ
せ
／

水
戸
地
方
裁
判
所　

�
２
２
４
・
８
４
１
２

裁
判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/



４

特別会計決算の内容 水道事業会計決算の内容
　資本的収入額が資本的支
出額に対して不足する額は、
損益勘定留保資金、消費税
及び地方消費税資本的収支
調整額で補てんしました。

差引額歳出決算額歳入決算額区　　分
２２，４８０５３８，７９３５６１，２７３国民健康保険特別会計
２０，９１４６３５，５５３６５６，４６７老 人 保 健 特 別 会 計
３５，９６９２８４，３７０３２０，３３９介 護 保 険 特 別 会 計
２５，７４２２１８，９００２４４，６４２下水道事業特別会計
４，５３０１，６５１６，１８１公園墓地事業特別会計

１０９，６３５１，６７９，２６７１，７８８，９０２計

単位：千円
決算額区　　分
１９７，２８６収 益 的 収 入
１４４，０９３収 益 的 支 出
４６，５００資 本 的 収 入
１２０，４６９資 本 的 支 出

単位：千円

瓜連町の町債及び町有財産は、合併時に全て那珂市に引き継ぎました。

町債及び町有財産現在高

■町有財産現在高■町債現在高

現在高区　　分
４，５０５，２１７一 般 会 計 債
２，２２２，０４２下 水 道 事 業 債
７９９，９５６水 道 事 業 債

７，５２７，２１５計

現在高区　　分
５２８，７１２m2土 地
３１，９３２m2建 物
３，５６０千円有 価 証 券

１０９，９５０千円出 資 に よ る 権 利
３９台物 品（ 車 両 等 ）

７０８，７８０千円基 金

問い合わせ

財政課財政係

�２９８－１１１１　内線５２３

■一般会計歳出（目的別）

【※１】利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金
【※２】労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費　　【※３】積立金、投資及び出資金・貸付金

増減率
（Ａ/Ｂ）

１５年度
決算額（Ｂ）

構成比
１６年度
決算額（Ａ）

区　分

▲１２．２８２，０３８２．８７２，０２９議 会 費
▲２１．５５２５，０５６１５．９４１２，０７２総 務 費
▲　７．６５４５，５３２１９．４５０４，３１５民 生 費
０．５２６８，７９２１０．４２７０，０８６衛 生 費
１．２１５５，７２５６．１１５７，５８６農林水産業費
１１．５４４，７８７１．９４９，９１９商 工 費
▲２４．５５８３，３５１１７．０４４０，５３４土 木 費
▲　４．７２１６，９２８８．０２０６，７７８消 防 費
▲６９．０８５０，８７３１０．２２６４，０１２教 育 費
▲４５．３３７７，３３７７．９２０６，２２３公 債 費

５９，６８４．２１９０．４１１，３５９その他※２
▲２８．９３，６５０，４３８１００．０２，５９４，９１３計

■一般会計歳入

増減率（Ｂ/Ｃ）１５年度決算額（Ｃ）収入率（Ｂ/Ａ）構成比１６年度決算額（Ｂ）１６年度予算額（Ａ）区　　　分
▲１６．５６３２，１８８８４．５１８．６５２７，６８１６２４，４１０町 税

自
主
財
源

▲４０．５３８，１８１５４．３０．８２２，７１８４１，８５５分 担 金 及 び 負 担 金
▲２３．７４６，８９０７２．８１．３３５，７６０４９，１０３使 用 料 及 び 手 数 料
１，４２４．４２，４６１１０３．０１．３３７，５１５３６，４２３財 産 収 入
▲７９．８７４３９８．７０．０１５０１５２寄 付 金
７５．５２６３，０４２９７．５１６．３４６１，７３８４７３，７１９繰 入 金
１０．５１２５，８３０１００．０４．９１３９，０１３１３９，０１３繰 越 金
▲４３．８６６，８９０６１．３１．３３７，５９８６１，２８５諸 収 入
▲１３．１５４，３１７７０．５１．７４７，２１９６７，０００地 方 譲 与 税

依
存
財
源

▲１４．２６２，３４６８９．２１．９５３，４９９６０，０００地 方 消 費 税 交 付 金
▲２８．７２５，５６７７３．８０．７１８，２２６２４，７００自動車取得税交付金
▲　７．３３２，６６６９４．７１．１３０，２８８３２，０００地 方 特 例 交 付 金
▲１７．０１，２７３，６８８９２．２３７．３１，０５７，６４９１，１４７，１０９地 方 交 付 税
▲８８．３３４８，６９７１６．５１．５４０，８２４２４７，９０９国 庫 支 出 金
▲５９．８１２４，５９０３３．６１．８５０，０９１１４９，０５１県 支 出 金
▲６１．１６７９，２００５５．７９．３２６４，３００４７４，２００町 債
▲２８．５１２，１５５４９．５０．２８，６９０１７，５６１そ の 他 ※１
▲２５．２３，７８９，４５１７７．７１００．０２，８３２，９５９３，６４５，４９０計

単位：千円　構成比・収入率・増減率：％

■一般会計歳出（性質別）

増減率
（Ａ/Ｂ）

１５年度
決算額（Ｂ）

構成比
１６年度
決算額（Ａ）

区　　分

▲１２．９６６５，３９８２２．３５７９，３３６人 件 費
義務的
経 費 ▲２０．９２０７，２７７６．３１６３，９６９扶 助 費

▲４５．３３７７，３３７８．０２０６，２２３公 債 費
▲６４．７１，０３６，８２０１４．１３６６，１４１普通建設事業費

投資的
経 費 ▲８０．７５９２，２３１４．４１１４，４８２うち補助事業費

▲５５．４４４４，５８９７．６１９８，１９０うち単独事業費
▲２１．２４４４，１９３１３．５３４９，９９５物 件 費
１０７．３４，３８６０．３９，０９４維 持 補 修 費
▲　２．２５９３，６３４２２．４５８０，６５２補 助 費 等
５．８３１５，０８２１２．８３３３，２８７繰 出 金

▲　１．５６，３１１０．３６，２１６そ の 他 ※３
▲２８．９３，６５０，４３８１００．０２，５９４，９１３計

※町債現在高及び町有財産現在高は、平成１７年１
月２０日現在のものです。

単位：千円



広報なか７月号５

�������
������

　地方自治法施行令の規定により、合併に伴い消滅し
た地方公共団体の収支は、消滅した日をもってこれを
打ち切り、決算することになります。したがって、今
回ご報告する瓜連町の決算額は、平成１６年４月１日か
ら平成１７年１月２０日までの収入済額及び支出済額とな
り、平成１５年度決算額と比較すると総じて減額となっ
ています。
　瓜連町としての決算は今回が最後となりますが、予
算現額から決算額を差し引いた残額については、合併
時に那珂市に引き継ぎましたので、那珂市として改め
て決算することになります。
　なお、那珂市の平成１６年度決算は、「広報なか１１月
号」でお知らせします。

����平成１６年度の歳入決算額は、２８億３，２９６万円と
なりました。
　主な収入としては、地方交付税が１０億５，７６５万円、町
税が５億２，７６８万円、繰入金が４億６，１７４万円、町債が
２億６，４３０万円、繰越金が１億３，９０１万円、地方消費税
交付金が５，３５０万円となっています。

����平成１６年度の歳出決算額は、２５億９，４９１万円と
なりました。
　目的別で見ると、老人保健特別会計繰出金、保育委
託事業及び障害者支援費制度事業などを計上した民生
費が５億４３２万円で最も多く、歳出総額の１９．４％を占
め、次いで道路改良舗装事業、まちづくり総合支援事
業及び下水道事業特別会計繰出金などを計上した土木
費が４億４，０５３万円で１７．０％、特別職や総務部門の職
員給与費、庁舎管理事業及び戸籍事務電算化事業など
を計上した総務費が４億１，２０７万円で１５．９％となって
います。
　また、性質別で見ると、那珂瓜連地区事務組合負担
金、大宮地方環境整備組合負担金及び水道事業会計補
助金などを計上した補助費等が最も多く、５億８，０６５
万円で全体の２２．４％を占め、次いで給料、報酬及び共
済費などを計上した人件費が５億７，９３４万円で２２．３％、
道路改良舗装事業、まちづくり総合支援事業及び県北
西部地域中核病院建設事業費負担金などを計上した普
通建設事業費が３億６，６１４万円で１４．１％となっています。

歳出歳入

歳出歳入②支出済額①収入済額

④　　　　①－②　　④残額　　

③　　　　③残額　　

瓜連町

那珂市

［打ち切り決算］
　　①、②
［歳計剰余金］
　　①－②
［那珂市に引き継いだ予算額］
　　①－②、③、④

歳　入 
28億3,296万円 

地方交付税 
［比率37.3％］ 

町税 
［比率18.6％］ 

繰入金 
［比率16.3％］ 

町債 
［比率9.3％］ 

繰越金 
［比率4.9％］ 

地方消費税交付金 
［比率1.9％］ 

その他 
［比率11.7％］ 

歳　出 
25億9,491万円 
［目的別］ 

民生費 
［比率19.4％］ 

土木費 
［比率17.0％］ 

総務費 
［比率15.9％］ 

衛生費 
［比率10.4％］ 

教育費 
［比率10.2％］ 

消防費 
［比率8.0％］ 

公債費 
［比率7.9％］ 

その他 
［比率5.1％］ 

農林水産業費 
［比率6.1％］ 

一般会計決算の内容
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■
文
化
財
写
真
パ
ネ
ル
展

　

収
蔵
品
展
「
文
化
財
写
真
パ
ネ
ル
展
」

　

昨
年
の
７
月　

日
〜
９
月
５
日
ま
で
、

２４

住
民
の
皆
様
の
文
化
財
へ
の
深
い
理
解
と

関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
本
企
画
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

那
珂
台
地
は
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、
旧

石
器
時
代
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
祖

先
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
『
文

化
財
』
が
こ
の
地
に
は
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
文
化
財
と
は
、
建
造

物
や
彫
刻
・
古
文
書
な
ど
、
歴
史
上
や
学

術
上
ま
た
は
芸
術
的
価
値
が
高
い
も
の
を

指
し
ま
す
。

　

中
で
も
、
特
に
保
護
や
保
存
が
必
要
と

認
め
ら
れ
、
国
、
県
、
町
か
ら
指
定
さ
れ

た
文
化
財
を
「
指
定
文
化
財
」
と
い
い
ま

す
。
旧
那
珂
町
に
は
、
計　

件
の
指
定
文

５２

化
財
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
解
説
と
と
も
に

写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。
期
間
中

１
５
０
０
人
を
超
え
る
来
館
者
が
あ
り
、

中
に
は
、「
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
文
化
財
に

は
興
味
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
に　

を
超
す
文
化
財
が
存
在
す
る
こ

５０

と
を
知
り
、
関
心
を
持
っ
た
」
と
い
う
か

た
も
多
数
い
ま
し
た
。
瓜
連
町
と
那
珂
町

の
合
併
に
よ
り
、
那
珂
市
の
指
定
文
化
財

は
、
計　

件
と
な
り
ま
し
た
。
新
規
に
登

７８

録
さ
れ
た
文
化
財
や
旧
瓜
連
町
の
指
定
文

化
財
も
皆
様
に
ご
紹
介
す
る
機
会
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
館
者
の
感
想
の
中
に
、「
先
人
た
ち

が
残
し
今
日
ま
で
伝
え
て
き
た
文
化
財
を

大
切
に
保
護
・
保
存
す
る
こ
と
は
今
後
の

発
展
に
も
結
び
つ
く
。
大
切
に
歴
史
を
歩

ん
で
い
き
た
い
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
様
も
ど
う
ぞ
文
化
財
に
対
す
る

保
護
・
保
全
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「文化財写真パネル展」の様子

　

昨
年
度
は
、
那
珂
町

誕
生
か
ら　

年
、
そ
し

５０

て
那
珂
市
ス
タ
ー
ト
の

節
目
と
な
る
年
で
し

た
。
そ
こ
で
、
合
併
を

目
前
に
控
え
た　

月　
１１

１３

日
か
ら　

月　

日
ま
で

１２

１２

の
期
間
、
郷
土
の
歴
史

を
振
り
返
り
様
々
な
史

実
を
再
発
見
し
て
い
た

だ
こ
う
と
本
企
画
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

「
郷
土
再
発
見
！
展
」
の
ポ
ス
タ
ー　

写
真
は
昭
和
初
期
の
下
菅
谷
通
り

団体入館者
入館者数（人）開館

日数 町外町内総数

１５７５１２０８２６４月

木崎小６年生２０５１５１３５６２６５月

額田小３年生・菅谷東小
３年生１８２２００３８２２６６月

芳野小３年生・オーク
リッジ交換留学生１９６１９７３９３２７７月

６６９６８６１，３５５２３８月

横堀小４年生・鹿嶋市食
生活研究会１９１２０１３９２２６９月

本米崎小４年生・戸多小
４年生・瓜連小４年生２６４１２６３９０２７１０月

木崎小４年生・那珂二中
１年生２４７２７６５２３２５１１月

菅谷分館歴史教室・菅谷
小４年生１１９２５３３７２１９１２月

１５６１０３２５９２３１月

木崎小３年生３１７３６４６８１２４２月

３１３４５８７７１２７３月

３，０１６３，０６６６，０８２２９９計

平成１６年度月別入館者数■
郷
土
再
発
見
展　

第　

回
特
別
企
画
展
『
郷
土
再
発
見
！
展
』

１３

第 1 号  

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 
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内
容
は
、
古
代
の
那
珂
台
地
の
暮
ら
し

を
紹
介
す
る
土
器
の
展
示
か
ら
始
ま
り
、

『
ナ
カ
』
の
地
名
の
由
来
、
中
世
の
城
館

跡
、
水
戸
藩
と
那
珂
地
方
の
関
わ
り
、
明

治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
様
子
、
戦
争
と

那
珂
地
方
、
昭
和　

年
那
珂
町
誕
生
の
頃

３０

の
生
活
の
道
具
、
昭
和　

年
か
ら
現
在
ま

３０

で
の
町
内
の
写
真
パ
ネ
ル
等
の
コ
ー
ナ
ー

に
分
け
、
郷
土
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
た

ど
っ
て
き
た
か
を
示
す
資
料
と
と
も
に
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
７
０
３
人
の
来
館
者
が
あ
り
、

・
貴
重
な
展
示
物
を
通
し
て
、
町
の
歴

史
、
人
々
の
暮
ら
し
の
営
み
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
私
は
那
珂
町
が
誕
生
し
た
年
に
生
ま

れ
、
展
示
を
見
て
自
分
の
歴
史
を
見
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

・
町
の
古
代
か
ら
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
良
か
っ
た
。

等
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、

・
構
成
は
良
か
っ
た
が
、
資
料

の
文
字
が
小
さ
く
良
く
読
め

な
か
っ
た
。

・
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。

と
い
っ
た
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
生
か
し
、
那
珂
市
歴

史
民
俗
資
料
館
と
し
て
、
よ
り

一
層
展
示
の
充
実
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
雛
人
形
展

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
、
資
料

１１

１３

館
常
設
展
示
室
で
館
収
蔵
の
雛
人
形
の
ほ

か
、
市
内
の
皆
様
か
ら
お
借
り
し
た
雛
人

形
約　

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

２０

　

４
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
展
示
に
は
、

御
殿
の
中
に
お
内
裏
様
と
お
雛
様
が
飾
ら

れ
た
昭
和　

年
代
の
お
雛
様
や
約　

セ
ン

３０

３０

チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
ケ
ー
ス
の
中
に
７
段

に
飾
ら
れ
た
芥
子
雛
と
呼
ば
れ
る
可
愛
ら

し
い
お
雛
様
な
ど
、
珍
し
い
お
雛
様
が
市

内
の
か
た
か
ら
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
、
新
聞
各
紙
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
約
１
か
月
の
期
間

中
に
１
０
０
０
人
を
超
え
る
来
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
こ
の
展
示
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
か
た
も
多
く
、
今
後
も

一
層
お
雛
様
展
示
を
盛
り
立
て
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
お
雛
様
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
資

料
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

目
安
箱
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
か
ら

●
入
館
者
の
意
見
・
感
想
（
一
部
掲
載
）

・
土
器
の
か
け
ら
を
見
つ
け
た
の
で
調
べ

に
来
た
。
何
時
代
の
土
器
か
分
か
り
、

勉
強
に
な
っ
た
。 

（
市
内　

小
学
生
）

・
も
う
少
し
農
機
具
等
の
展
示
が
あ
る
と

良
い
。 

（
市
内　
　

代　

女
性
）

６０

・
近
現
代
の
資
料
が
乏
し
い
。
郷
愁
を
呼

び
起
こ
す
写
真
等
を
常
設
し
て
は
ど
う

か
。 

（
市
外　
　

代　

男
性
）

３０

・
高
校
ま
で
市
内
に
住
ん
で
お
り
、
当
時

畑
で
カ
ワ
ラ
ケ
ら
し
き
物
を
よ
く
拾
っ

た
。
こ
こ
へ
来
て
、
そ
れ
ら
が
本
物
だ

と
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
遺
跡
・
旧
跡

の
一
層
の
保
全
を
お
願
い
し
た
い
。

 

（
市
外　
　

代　

男
性
）

４０

　

貴
重
な
ご
意
見
・
ご
感
想
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
い
た
。

雛
人
形
展
で
展
示
さ
れ
た
木
目
込
み
段
飾
り
雛（
芥

子
雛　

大
正
末
〜
昭
和
初
期
）木
村
光
由
氏
所
蔵

■問い合わせ　市歴史民俗資料館

　　　　　　　�２９７－００８０

平成１７年度企画展のおしらせ
○第１４回特別企画展　「戦後６０年の記憶展」

　会期　７月２３日～９月４日
　内容　終戦から６０年目を迎える今年、様々な

資料を通し、戦争を振り返ります。
○第１５回特別企画　

　「むら・ひと・くらし－写真が語る茨城の民俗」

　会期　１０月初旬
　内容　民俗学者藤田稔氏が県内各地で撮影し

た懐かしい情景の写真パネル展
○季節展示「雛人形展」

　会期　２月初旬～３月初旬
　内容　館所蔵及び市内のかたがたから募った

雛人形の展示
※詳細は「おしらせ版」に掲載します。

平成１６年度

寄贈、寄託ありがとうございました
◎寄贈品及び寄贈者（受付順 敬称略）
田舟・牛用天秤・鞍 仲田正義（飯田）
除草機・フルイ・洗濯板 石川正隆（中台）
真空管ラジオ　他全１６点 塩野　忠（後台）
軍服 木村　中（菅谷）
醤油製造関係資料　全３０点 山田正（西木倉）
庚申講道具一式 松ノ口後庚申連名（戸崎）
御殿飾り雛人形　他全４点

 富岡銀二郎（額田北郷）
縦引き鋸・ワラジ・書籍 楠見力夫（門部）
書籍・水戸藩皇道史　他全１７点

 飯塚義雄（菅谷）
雛人形 井上きさ（後台）

◎寄託品及び寄託者（受付順 敬称略）
書状箱 横須賀一（菅谷）
小柄・古文書 塩野　忠（後台）

　寄贈・寄託者のかたに厚くお礼申し上げます。今
後も資料館の充実を図っていきますので、市の歴
史や民俗に関する資料等がありましたらぜひご連
絡ください。



８

����
２９８－０２８１高野　祝子俳 句あ せ び 句 会

２９６－１２９４秋野　一郎俳 句
か つ ら ぎ

俳 句 会

２９５－１７２１海野　恭子読みきかせく さ ぶ え

２９６－２４３８桜庭紀久子読みきかせ
瓜連お話の会

ル ピ ナ ス

２９８－５６１１小森　友子
万葉集の

研 究
さ わ ら び

２９７－０６６３小貫　よね短 歌流 れ

２９６－１３９７井坂　光位短 歌白 鳥 短 歌 会

����
２９８－７４８５江田　京子龍 生 派京 春 会

２９８－００８０久保田悦子小 原 流芳 悦 会

２９８－５０８０芹田　美千池 坊美 千 会

２９６－１４２４萩野谷芳子池 坊洲 弘 会

２９８－２００２石川　明美龍 生 派京 秋 会

２９８－８４３３海老澤和子龍 生 派東 琳 会

２９５－４２９２藤原　郁子池 坊郁 香 会

２９８－２６３３新井　礼子池 坊麗 香 会

２９５－１６１０磯　　町子小 原 流秋 峰 会

２９５－３８４７須貝よしの小 原 流芳 仙 会

２９８－２６００薄井　幸子小 原 流幸 園 会

２９５－６５３０大山　恵美池 坊恵 翠 会

２９７－０６１２秋山はま子小 原 流清 波 会

２９５－０８３９中島　洋子池 坊星 玉 会

２９８－２５３８山田　孝子草 月 流清 都 会

２９８－３３４８鈴木みはる小 原 流豊 泉 会

����
２９８－３６６５井上　英二囲 碁囲 碁 愛 好 会

２９８－０６０４武田健治郎囲 碁碁 友 会

２９６－１７４５萩野谷光雄囲 碁
瓜 連

囲 碁 ク ラ ブ

２９５－２１７６小林　義威囲 碁
菅 谷

囲 碁 ク ラ ブ

�����
２９８－４８５１後藤妃呂子押 し 花押 花 会

２９５－０３３７二方はるい押 し 花花 の 絵

２９５－０９８５鈴木　圭子
トールペイ

ンティング

カ ン ト リ ー

ハ ウ ス K

２９５－１１４６杉森　公枝
パッチワーク

＆ソーイング
キ ル テ ィ ー

２９８－４００８宮田　洋子編 み 物あ む あ む

２９８－２１９６宇野理枝子パンフラワーパンフラワーの会

����
２９５－１５８２奈良　和代表 千 家表千家宗和会

２９５－３７１３星　　美幸裏 千 家静 心 会

２９８－３１９９金塚　泰子裏 千 家む つ み 会

２９８－２０４６鈴木冨美子裏 千 家裏千家松風会

２９８－３３４８鈴木　洋子裏 千 家茶 洋 会

２９５－３１２０窪木智恵子小 川 流恵 風 会

�����
２９６－２１８４小泉　和美太 極 拳

瓜 連

太極拳クラブ

２９５－３８７９橋爪　孝代太 極 拳
太 極 拳

ひまわりの会

２９５－４３６１小林　早苗太 極 拳太極拳朋友会

２９６－１２９４秋野　一郎
瓜連歴史

研 究

瓜 連

歴 史 同 好 会

２９５－１２１６大畠ゆう子着 付装 道

２９６－０１８３佐々木　晃盆 栽
那 珂 瓜 連

巻 柏 同 好 会

２９５－３８４７須貝　健治盆 栽那珂盆苦楽会

２９５－１１３１平野恵美子
フラワー

デザイン

平野フラワー

デ ザ イ ン

２９５－８５７７杉山　幹夫
フラワー

デザイン

柳霞ロイヤルフラ

ワーアレンジメント

２９６－０３４３萩野谷静子ヨ ー ガヨーガクラブ

２９６－１０９６樫村はるみ花 架 拳花架拳クラブ

問 い 合 わ せ種 目団 体 名



広報なか７月号９

����
２９８－１４６６返田　瑞江

フォーク

ダ ン ス

那珂フォーク

ダ ン ス 会

２９５－８８５７宇佐見　忍フラダンスコ マ キ フ ラ

２９８－７１９０瀬谷　祥子フラダンス
レファ・ノエラ

ニ　 ナカムラ

２９８－１８５３大森りつ子日本舞踊大森舞踊の会

２９６－１７３３南波　規子日本舞踊南 緒 乃 会

２９６－１１２８森田千代子日本舞踊千 代 寿 会

２９６－０８０１寺門　博子日本舞踊博 扇 会

２９６－２０２９角田つや子日本舞踊千 峰 の 会

２９５－０７８７松本サトコ日本舞踊舞 踊 吉 織 会

２９６－０３３３吉村　　正創作踊り
う り づ ら

ラ ン ブ 会

����
２９８－８０６５西田　雄彦油 絵こ ぶ し 会

２９８－３８２９結柴   昭油 絵あ す な ろ 会

２９８－７３５６弓野　金正水 墨 画墨 翠 会

２９８－６３７９佐藤　正美彫 塑彫 塑 の 会

����
２９８－１４８４雨宮　廣二書 道

那 珂 書 道

同 好 会

２９８－２３８６勝山　�夫書 道玄 游 会

２９７－０６１３小圷　正利書 道
戸 多 書 道

同 好 会

����
２９８－０１４５軍司　敬子合 唱コ ー ル 道

２９８－６３２３遠藤登志子合 唱
女 声

コ ー ラ ス 風

２９８－７５８２篠原　晃重合 唱混 声 合 唱 団

２９５－２４８６鈴木ひろ子歌 謡M A M O R U

２９８－７８９７滑川　幸三歌 謡
那 珂

す み れ の 会

����
２９７－０７８０大武勢津子剣 詩 舞

嫡 流 水 府

新 刀 流

２９５－０６６０薗部　義雄剣 詩 舞青城流剣詩舞

３５３－０３００綿引　孝光和 太 鼓
那 珂 太 鼓

保 存 会

２９６－０６４２君嶋　寿男和 太 鼓
瓜連おはやし

保 存 会

２９６－０６０７小 泉　 孝吟 詠瓜 連 吟 詠 会

２９８－６６８０間宮　君枝吟 詠光楓吟詠学院

２９８－５２３７鴨志田ひろ子謡と仕舞那 珂 和 宝 会

２９６－１３２４寺門美代子民 謡本 磯 瓜 連 会

����
２９５－６３２０渡部　成博写 真写 楽 会

２９８－２１７３人見章太郎写 真写 真 愛 好 会

２９６－３６６８池田　　保写 真瓜 連 写 友 会

２９８－７５８０阿久津善正写 真写 友 那 珂

����
２９８－１４２７所   一 洋

尺八・箏・

三 味 線
三 曲 邦 楽

２９８－１８５６山口　正男吹 奏 楽
水戸市民吹奏

楽団那珂支部

２９８－２８８４海野　克行大 正 琴琴 栄 会

２９８－２１９４野上きく江大 正 琴大正琴さくら

２９８－４３３０飯塚　孝子大 正 琴
那 珂

ハ ー モ ニ ー

２９６－２５１２藤田　英敏大 正 琴瓜 連 琴 桜 会

２９８－５６２６中川比差子
大正琴・

文 化 箏

ハ ー プ

ス タ ー ズ

２９６－１１４９井坂　咲子オカリナ
カ ン タ ー レ

ら ぽ ー る

２９８－２３１９瀬谷　良子オカリナ
オ カ リ ー ナ

那 珂

２９５－２８６３三田　礼子箏雅 韻 会

２９８－３５６３沢幡田味子ハーモニカ
ハ ー モ ニ カ

な か

��������	
��

　平成１２年に設立された那珂町文化協会はこのたび、那珂市文化協会になりました。１３部会９５団体が加盟し、それぞ
れの分野でさまざまな文化活動を展開しています。協会では、「那珂市文化祭」において、加盟団体による演奏や踊
りの発表、作品の展示などを行っているほか、文化体験事業としてコンサートや講演会を年１～２回企画運営してい
ます。
　なお、各部会の加盟団体は次のとおりです。興味のあるかたはお問い合わせください。



１０

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

職
員
の
資
質
の
向
上
と
救
急
高
度
化
に

対
応
し
た
人
材
育
成
（
県
立
消
防
学
校　
１２

人
派
遣
、
東
京
救
急
救
命
研
修
所
１
人
派

遣
）
に
努
め
、
消
防
訓
練
指
導　

回
（
参

１０

加
者
１
３
８
８
人
）・
普
通
救
命
講
習
会
２

回
（
修
了
者　

人
）
を
行
い
、
初
期
消
火

３９

対
応
と
応
急
手
当
の
普
及
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
２
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま

１７

２３

２６

で
の
火
災
出
動
件
数
は　

件（
建
物
９
件
、

１６

そ
の
他
６
件
、
車
両
１
件
）、
救
急
出
動
件

数
は
４
５
３
件
（
急
病
２
３
９
件
、
交
通

事
故　

件
、
そ
の
他
１
３
６
件
）
で
あ
り

７８

ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
更
新
）
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
に
東
消
防
署
へ
１

台
、
消
防
団
第
２
分
団
第
１
部
・
第
６
分

団
第
３
部
へ
各
１
台
配
備
い
た
し
ま
し

た
。

■
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
八
重
桜
ま
つ

り
事
業
に
つ
い
て

　
「
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」に
選

ば
れ
て
い
る
「
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
」
に

お
い
て
、
４
月　

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で

１０

の
期
間
、
合
併
後
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て「
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
八
重
桜
ま
つ
り
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
が
昨
年
よ
り
遅
れ
ま
し
た
の

で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
４
月　

日
の
終

３０

了
日
を
５
月
５
日
ま
で
延
長
し
、
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
４
月　

日
・　

２４

２９

日
・　

日
の
３
日
間
に
お
い
て
、

３０
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
特
に
「
太
鼓
演
奏
」

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」「
常
陸

秋
そ
ば
手
打
ち
販
売
」
や
夢
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
灯
ろ
う

に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
で
は
、
大
き
な

反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
八
重
桜
ま
つ
り
は
、
昨
年
を
上

回
る
６
万
９
２
０
０
人
の
来
園
者
を
迎

え
、
那
珂
市
民
の
積
極
的
な
参
加
を
い
た

だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

１６

業
報
告
及
び
決
算
、
並
び
に
平
成　

年
度

１７

那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２
２
１
条

第
３
項
、
及
び
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に

関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
及
び
第
３
項

１８

の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■
道
路
維
持
事
業
に
つ
い
て

　

市
内
一
円
の
市
道
維
持
補
修
工
事
を
５

月
に
発
注
し
、
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま

す
。

■
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
停
車
場
線
、
原
前
杉
原
線
、
菅

谷
市
毛
線
、
瓜
連
駅
南
停
車
場
線
及
び
西

室
家
中
道
線
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き

用
地
交
渉
を
進
め
、
用
地
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
工
事
の
発
注
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
付
け
で
、
排
水
路
整
備
事
業

「
門
部
一
本
松
地
区
」
は
、
事
業
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
付
け
で
、
農
業
集
落
排
水
整

備
事
業
「
鴻
巣
地
区
」
は
、
事
業
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

市
長
行
政
概
要
報
告

　平成１７年第２回市議会定例会

が、６月６日から２０日までの１５

日間の会期で開催されました。

市長提出議案は、報告１１件、認

定３件、平成１７年度補正予算２

件、条例の一部改正５件など合

わせて２４件です。審議の結果、

全議案について原案のとおり可

決されました。

第２回

定例会

議 会

那珂市議会の議場も「クールビズ」
　那珂市議会では６月７日、ノーネクタイを奨励する旨議会運営
委員会で決定。「地球温暖化防止に気を配ろう！」と本会議、委員
会ともに９月まで行われる予定です。

行政報告をする小宅那珂市長
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Assem
bly

市長提出議案等（全議案可決）
◆報 告

○専決処分　市税条例の一部を改正する条例／市都市
計画税条例の一部を改正する条例／平成１６年度市一
般会計補正予算（第９号）／平成１６年度市国民健康保
険特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）／平成１６年
度市老人保健特別会計補正予算（第５号）／平成１６年
度市下水道事業特別会計補正予算（第６号）／平成１６
年度市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第５号）／平成１６年度市上菅谷駅前地区土地区画整
理事業特別会計補正予算（第４号）
○その他の報告　平成１６年度市一般会計繰越明許費繰
越計算書について／平成１６年度市下水道事業特別会
計繰越明許費繰越計算書について／平成１６年度市上
菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計繰越明許費
繰越計算書について

◆認 定

平成１６年度瓜連町各種会計歳入歳出決算の認定／平成
１６年度瓜連町水道事業会計決算の認定／平成１６年度那
珂瓜連地区事務組合一般会計歳入歳出決算の認定
◆条例の一部改正

市訪問介護員派遣事業実施条例の一部を改正する条例
／市火災予防条例の一部を改正する条例（３議案に分
けて提出）／市非常勤消防団員に係る退職報奨金の支
給に関する条例の一部を改正する条例
◆平成１７年度補正予算

平成１７年度市一般会計補正予算（第１号）／平成１７年度
市老人保健特別会計補正予算（第１号）

◆その他

字の区域の変更／市道路線の認定／物品売買契約の締
結（消防ポンプ自動車購入）

可決された議案から

○市税条例の一部を改正する条例

概要　年齢６５歳以上の者のうち前年の合計所得金額が
１２５万円以下の者に係る非課税措置を廃止すること、
給与支払報告書の提出対象者の範囲を拡大させる規定
を設けたことなどの改正がありました。

○平成１６年度瓜連町各種会計歳入歳出決算の認定、瓜連

町水道事業会計決算の認定、那珂瓜連地区事務組合一

般会計歳入歳出決算の認定

概要　平成１６年４月１日から瓜連町が那珂市になる前
日、また、那珂瓜連地区事務組合が消滅する前日であ
る平成１７年１月２０日までの期間の瓜連町各種会計歳入
歳出決算、瓜連町水道事業会計決算及び那珂瓜連地区
事務組合一般会計歳入歳出決算について認定を受けま
した。

○市火災予防条例の一部を改正する条例

概要　指定数量未満の危険物及び指定可燃物等の取扱
いについて市町村条例で定めることになったこと及び
再生資源燃料が指定可燃物の品名に追加されたこと、
住宅に住宅用防災警報機等の設置が義務付けられるこ
と、燃料電池発電施設が新たに対象火気設備等として
位置づけられたことなどの改正がありました。

○物品売買契約の締結

契　約　の　目　的／消防ポンプ自動車購入
契　約　の　方　法／指名競争入札による契約
契　約　の　金　額／２６，１８２，２９０円
契約の相手方／石岡市国府５丁目２－２５
　　　　　　　（有）鈴機　代表取締役　鈴木　直人

　

６
月
５
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
第　

回
５６

全
国
植
樹
祭
（
国
土
緑
化
推
進
機
構
、
茨
城
県
主
催
）
が
潮

来
市
「
水
郷
県
民
の
森
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
茨
城
県
で
の
開
催
は　

年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

２９

大
子
町
「
奥
久
慈
憩
い
の
森
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
合
わ

せ
、
県
内
外
か
ら
の
招
待
者
、
協
力
者
、
出
演
者
等
総
勢
１

万
２
千
人
が
参
加
し
、
人
と
森
林
の
ふ
れ
あ
い
関
係
の
創
造

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。
当
市
か
ら
も
小
宅
市
長
を
始
め

関
係
者　

人
が
出
席
し
、
森
林
を
守
り
、
森
と
人
が
共
生
す

７８

る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
植
樹
祭
で
は
緑
化
功
労
者
を
讃
え
る
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
当
市
で
は
次
の
か
た
（
団
体
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
全
国
植
樹
祭
記
念
茨
城
県
緑
化
功
労
者（
敬
称
略
）

５６
○
林　　
業　　
普　　
及　

齋
藤　

明（
菅
谷
）

○
種　　
苗　　
生　　
産　

宮
田
隆
夫（
菅
谷
）、
大
森
三
男
（
杉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
満
男
（
堤
）

○
地
域
緑
化
活
動　

日
本
樹
木
医
会
茨
城
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

茨
城
県
植
物
園
協
力
会

○
緑　
の　
少　
年　
団　

戸
多
小
学
校
森
林
愛
護
隊

��������	�

����������	

������������	
�

植樹祭の会場で植樹をする戸多小学校森林愛護隊

����������
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■
幼
保
一
元
化
へ
の
取
り
組
み

　

幼
児
施
設
は
、
文
部
科
学
省
と
厚
生
労

働
省
の
間
で
、
保
護
者
の
就
労
形
態
に
よ

り
幼
稚
園
と
保
育
所
と
い
う
区
分
を
し
て

設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
各
地
の

自
治
体
が
、
幼
児
を
幼
稚
園
児
・
保
育
所

児
と
区
分
け
せ
ず
に
、
幼
児
に
同
一
の
教

育
や
保
育
の
機
会
を
均
等
に
与
え
る
た

め
、
幼
保
一
元
化
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
両
省
庁
と

も
、「
就
学
前
の
幼
児
が
保
育
や
教
育
を

均
等
に
受
け
る
機
会
を
保
障
す
る
た
め
の

制
度
の
整
備
を
今
年
度
中
に
行
い
、
平
成

　

年
度
に
は
幼
保
一
元
化
を
実
施
す
る
。」

１８と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

■
那
珂
市
の
幼
稚
園
、
保
育
所
の
現
状

　

現
在
、
那
珂
市
の
公
立
幼
稚
園
は
８
園

あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
や
社
会
情
勢
の
変

化
等
か
ら
、
園
児
が
減
少
し
、
４
・
５
歳

児
を
混
合
し
た
学
級
で
の
保
育
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
園
や
定
員
を
超
え
る
応
募

が
あ
る
園
が
あ
り
ま
す
。

　

少
人
数
の
園
で
は
、
同
年
齢
の
幼
児
が

関
わ
り
な
が
ら
、
集
団
で
の
遊
び
や
活
動

を
通
し
て
成
長
す
る
体
験
の

場
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
幼
稚
園
は
、
開

園
後　

数
年
を
経
て
お
り
施

３０

設
が
狭
く
、
老
朽
化
な
ど
の

課
題
を
も
っ
て
お
り
、
市
幼

稚
園
教
育
振
興
計
画
の
中
で

も
そ
の
課
題
解
消
な
ど
の
観

点
か
ら
幼
稚
園
の
再
編
計
画

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
保
育
所
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
か
ら
、
入

所
希
望
者
が
増
加
し
て
お

り
、
待
機
児
童
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
那
珂
市
で
も
幼
保
一
元
化

施
設
の
調
査
、
検
討
を

　

こ
の
様
な
本
市
の
幼
児
教

育
の
現
状
や
幼
児
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
の
変
化
等
か

ら
、
幼
児
教
育
の
環
境
や
施

設
等
を
再
検
討
し
、
未
来
を

担
う
幼
児
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
環
境
や
施
設
づ
く
り
の
た
め
に
、

今
後
、
市
幼
保
一
元
化
推
進
検
討
委
員
会

で
は
、
幼
保
一
元
化
施
設
の
調
査
、
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市政だより 市政だより 
　

６
月
３
日
、
那
珂
市
幼
保
一
元
化
推
進
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
小
宅
市
長
か

ら
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
公
・
私
立
幼
稚
園
、
公
・
私

立
保
育
所
の
関
係
者
や
地
域
の
代
表
者
な
ど　

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１７

　

市
幼
保
一
元
化
推
進
検
討
委
員
会
は
、
就
学
前
の
す
べ
て
の
幼
児
に
教
育
の
機
会

を
均
等
に
保
障
し
、
市
民
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
調
査
、
検
討
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

※「
幼
保
一
元
化
施
設
」

　

幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
つ
の
施
設
と
し

て
、
幼
稚
園
児
・
保
育
所
児
を
分
け
隔
て

無
く
、
年
齢
別
に
保
育
や
教
育
を
行
う
施

設
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【那珂市立幼稚園と保育所の比較】

保　育　所幼　稚　園区　分

社会福祉課学校教育課所 管 課

０歳から就学前の保育に欠ける乳幼
児

満４歳から就学前の幼児
（３年保育は菅谷幼稚園のみ実施）対 象

・月曜日から土曜日まで
　８：３０～１６：３０
・年間およそ３００日
※「早朝保育」は、７：００～８：３０
　「延長保育」は、１６：３０～１９：００

・月曜日から金曜日まで
　８：３０～１４：３０
・年間３９週以上
※「預かり保育」は、１４：３０～１７：００

保 育 時 間

所長・保育士・調理士
・４～５歳児は、３０人に１人
・３歳児は、２０人に１人
・１～２歳児は、６人に１人
・０歳児は、３人に１人

園長・教諭
・１学級３５人以下を原則
・学級は同一学年編成を原則

職 員 配 置
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■特別児童扶養手当とは

　身体または精神（知的）に障害のある２０歳未満の児
童を家庭において監護している父、もしくは母、また
は父母に代わってその児童を養育しているかたが受給
できる手当です。手当には、障害の程度により１級、
２級があります。該当となる障害の程度は右表のとお
りです。
　ただし、次の場合は受給資格に該当しません。
○児童及び父、母または養育者が日本国内に住んで
いないとき
○児童が障害による公的年金を受けることができる
とき
○児童が児童福祉施設（ただし、保育所・通園施
設・肢体不自由児への短期母子入所を除く）に入
所しているとき

　なお、特別児童扶養手当は児童扶養手当、児童手当、
障害児福祉手当との併給が可能です。

■所得による支給制限

　請求者や配偶者及び扶養義務者の所得が所定の限度
額を超えている場合は、手当を受給することができま
せん。
■申請について

　申請は、市役所（本庁）１階の介護福祉課で受け付
けています。手当は申請のあった翌月分から該当とな
ります。申請時に必要な書類は次のとおりです。
○認定請求書
○請求者と対象児童の戸籍謄本（抄本）
○請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
○診断書（障害によって所定の様式があります）
○口座振込依頼書（請求者名義の郵便貯金口座）
　認定請求書、診断書、口座振込依頼書などの所定の
様式は市介護福祉課にありますので、お問い合わせく
ださい。また、平成１７年１月１日現在で那珂市にお住
まいでなかった場合は、平成１６年分の所得証明が必要
となります。

　なお、診断書は次の場合において省略することがで
きます。（手帳の写しを添付）
○療育手帳の判定が○Ａ ・Ａの場合
○身体障害者手帳（内部障害を除く）の等級（複数
障害がある場合は障害ごとの等級）が１からおお
むね３級の場合

　手当を受給しているかたは（支給停止のかたも含
む）、毎年８月１１日から９月１０日までの間に所得状況
届を提出することになっています。これによって、８
月分以降１年間の手当支給の可否が決定されますの
で、市介護福祉課から通知がありましたらご提出くだ
さい。

◇手当額及び支払日

支　払　月
（支給対象月）

手　当　額
（児童１人につき）

４月期（１２～３月分）
８月期（４～７月分）
１２月期（８～１１月分）

５０，９００円１級

３３，９００円２級

現在、受給しているかたは　
所得状況届の提出が必要です

※障害の程度はおおむね上記のとおりですが、障害
手帳または療育手帳をお持ちでないかたも、上記
と同程度（国民年金の障害等級における１・２級と
同じ）と診断されれば、該当となります。
※障害が重複する場合は、それぞれの障害程度を総
合的に確認し、手当の等級が認定されます。身体
の機能障害、病状または精神（知的）障害でそれぞ
れ単独の診断書で受理しても等級の認定に影響が
ない場合には、単独の障害での申請となります。

◇手当の該当となる障害の程度

・身体障害者手帳の判定がおおむね

１・２級（内部的疾患含む）程度に

該当するかた

・療育手帳の判定が○Ａ ・Ａ程度の知的

障害である場合または同程度の精

神障害がある場合

１級

・身体障害者手帳の判定がおおむね

３級（内部的疾患含む）程度に該当

するかた

・療育手帳の判定がＢ程度の知的障

害である場合。または同程度の精

神障害がある場合

２級
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会
社
水
戸
支
社
水
戸
制
御
所
）、
寺
門
忠

（
那
珂
市
消
防
本
部
）、
木
村
勝
義
（
株
式

会
社
日
立
物
流
日
立
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
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　不審者による犯罪が年々増加している現
状に、犯罪の未然防止に役立ててほしいと
６月２０日、常陽銀行（○右 川崎春男菅谷支店
長、○左 鈴木英俊瓜連支店長）から防犯ブ
ザーの寄付をいただきました。この防犯ブ
ザーは、市内の新小学１年生４７１人に配布
され、登・下校時等に活用されます。あり
がとうございました。

常陽銀行菅谷･瓜連支店長から

新小学１年生に防犯ブザーを寄付
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宝くじの広報普及事業

　東組区（菅谷）では、平成１７年度コミュ
ニティ助成事業助成金を受け、お祭り用品
（太鼓、はっぴ、テント）の整備を行いま
した。
　今年は３年に１度の大助まつりが開催さ
れる年となっており、８月にはさっそく新
しい太鼓の音が祭りを賑やかに盛り上げて
くれそうです。また、祭りや大助囃子の伝
承を通じてより一層の地域のふれあいや連
帯意識の盛り上がりも期待されます。
　この事業は、（財）自治総合センターが、
宝くじの普及及び広報を目的としてコミュ
ニティ活動に必要な施設や備品を整備する
ために助成しているものです。



広報なか７月号１５

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

ミニ ミニ 

4環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

■点検商法とは？

　「無料で点検する」などといって敷地や家に入り込
み、「このままでは危ない」などと不安にさせ、高額
な契約をさせる商法です。一度契約をすると、次々と
別な契約を迫ることがあります。
■こんなサービスが…

　ふとん類・浄水機・消火器・電話機（電話回線）・
上水排水管清掃・配電盤（ブレーカー）・シロアリ駆
除・床下換気扇・床下補強工事・屋根工事・太陽熱温
水器など多数あります。
　このようなサービスを提供する業者が必ずしも悪質
商法業者とは限りませんが、依頼してもいないのに突
然の電話や、突然の訪問などには注意しましょう。
■実際の手口など

●床下関連

　「排水管の点検です」などと行政の人間のような素
振りをして立ち入ります。すると、「排水管が詰
まっている」「床下が湿っている」「木の屑がありシ
ロアリがいる」（業者は事前に木の屑を用意してい
る）「危ないから補強工事が必要」…。
●屋根関連

　「お宅の屋根（瓦）を外から拝見したが危ない。無
料点検をしてみないですか」点検後、ビデオにより
ここが危ないと指摘される（実際は違う家の映像で
ある）太陽熱温水器なども同様の手口。
●配電盤（ブレーカー）

　「ブレーカーを当社の物に交換すると、節電効果
があり、３年で元を取れる。その後は差額が利益に
なる」実際にそのような技術が開発されれば電力会
社そのもので取り扱うでしょう。

■対処法など

・公的機関などが依頼も事前の予約もなしに来訪し点
検や修理をすることはありません。
・その日の内に契約をしてはいけません。必ず家族な
どに相談しましょう。
・「無料で点検」の言葉には注意しましょう。後から
高くつきます。
・被害にあったら専門機関に相談をしてください。

【その他の問い合わせ機関】

那珂警察署　�３５２－０１１０

茨城県消費生活センター　�２２５－６４４５

みんなで地球温暖化を防止しよう！ 点検商法　～高齢者が狙われています～

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

4

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 

●地球温暖化防止「国民運動」

　地球温暖化防止のために、世界が協力して作った京
都議定書が２００５年２月１６日に発効し、日本には２００８年
から２０１２年の間に１９９０年比で６％の温室効果ガス
（CO2など）削減が義務づけられました。この目標達成
のため、地球温暖化対策推進本部では、地球温暖化防
止に国民全てが一丸となって取り組む「国民運動」を
推進しています。この地球温暖化防止「国民運動」は、
国民一人ひとりや企業・各種団体が具体的な温室効果
ガス削減行動を宣言し、実践することによって、地球
温暖化防止の輪を広げていくことを目指すものです。

●愛称は「チーム・マイナス６％」

　地球温暖化防止「国民運動」は「チーム・マイナス
６％」の愛称で呼ばれています。「チーム・マイナス
６％」は、京都議定書による日本の温室効果ガス削減
約束である“マイナス６％”の達成に向けて、個々人
で行動するのではなく、みんなで一つの‘チーム’の
ように力を合わせ、チームワークの意識を持って地球
温暖化防止に立ち向かうことをコンセプトとしていま
す。「チーム・マイナス６％」では、CO2削減のための
具体的な６つのアクションプランを設定しています。
みんなができることを実践すれば、その効果はより大
きなものになるはずです。皆さんも地球温暖化防止の
ために実践してみましょう。

●６つのアクションプランでCO2を削減しよう

○温度調節で減らそう『冷房は２８℃ に設定しよう』
○水道の使い方で減らそう『蛇口はこまめにしめよう』
○自動車の使い方で減らそう『アイドリングをなくそ
う』

○商品の選び方で減らそう『エコ製品を選んで買おう』
○買い物とごみで減らそう『過剰包装を断ろう』
○電気の使い方で減らそう『コンセントをこまめに抜
こう』

※詳しくは次のホームページへ
　『チーム・マイナス６％』　http://www.team-６.jp/
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○家電製品は省エネ性の高いものを選びましょう

○缶、ビン、ペットボトルはリサイクルに出しましょう
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　市総合センターらぽーるにおいて
６月１９日、那珂市山岳協会の発足式
が行われました。式では、海老澤季
雄会長の開式のあいさつの後、坂場
茨城県山岳連盟会長や関谷市特別参
与などから祝辞が述べられ、盛大に
執り行われました。閉会後には「健
康と登山」と題して、和田祐之介氏
による記念講演がおこなわれまし
た。登山のエキスパートであるご自
身の経験を織り交ぜた話や体力維持
のための秘訣に、会員のみなさんは
熱心に聞き入っていました。

準備万全、安全な登山を
那珂市山岳協会発足式

　日本原子力研究所那珂研究所が設
立２０周年を迎え、５月３１日、センチュ
リープラザNAKAで記念講演会が開
かれました。講演会には、市内外の
関係者や産業界、大学関係者など約
４００人が出席。猪口邦子上智大教授、
プリンストン大学R.J.ホリラック博士
など３人の著名人による講演が行わ
れました。また、主催者の原研岡�
俊雄理事長からは「地元のみなさんの
期待に沿えるよう努力したい」とあい
さつ。これからも大きな期待が寄せ
られます。

核融合研究20年あゆみ
原研那珂研究所設立２０周年記念講演会

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　茨城バラ会からバラの花束が５月
２９日、那珂市に寄贈され、市役所１
階ロビーに飾られました。
　同会は昭和３１年に発足し、今年で
５０周年を迎えます。それにあわせて
茨城県植物園を会場に５月２８日と２９
日の両日、「茨城バラ会５０周年春のバ
ラ展」が開催されました。色鮮やか
な切りバラや鉢バラの展示やコンテ
ストのほか、５０年前に作出されたバ
ラ品種の紹介、バラ栽培の相談コー
ナーなどが催され、会場には多くの
バラ愛好家が訪れていました。

ロビーを彩るバラの花束
茨城バラ会からバラの寄贈

　那珂市食生活改善推進員連絡協議
会那珂支部の主催による米の粉のパ
ン作り講習会が６月２３日、市総合保
健福祉センター「ひだまり」で開かれ
ました。講師は、茨城農政事務所地
域第一課の寺門さんが務められ、食
生活改善推進員をはじめ、一般のか
た２４人が参加しました。講習会は、
米の消費拡大のために行われたもの
で、参加者は日本の食料自給率や食
生活の変化など米の消費の現状につ
いて説明を受けたあと、米を使った
パンの作り方を習いました。

お米でおいしいパン作り
米の粉のパン作り講習会

　根本正顕彰会が主催するブラジル
茨城県人会を招待しての歓迎会が６
月２日、中央公民館で開催されまし
た。同会は、６月５日に潮来市で開
催された全国植樹祭に出席するため
に来日し、それに合わせて、「ブラジ
ル移民の父」と言われる政治家、根
本正の出身地である那珂市を訪れた
ものです。歓迎会では、川上淳団長
が、３年後のブラジル移民百周年を
記念しての根本正顕彰碑の建設予定
を紹介。その後、一行は東木倉の根
本正生家などを訪問しました。

業績に思いをはせる
ブラジル茨城県人会が那珂市を訪問

　那珂市高齢者クラブ連合会の主催
によるスポーツ大会が５月２６日、総
合公園多目的広場で開催され、交流
を深めました。この日、集まった参
加者は約３００人。クロッケーやゲート
ボール、輪投げ、ペタンク、グラウン
ドゴルフの５種目に分れ、各高齢者
クラブでの対抗戦が行われました。
ゲートボールでは、好プレーや珍プ
レーに会場は大盛り上がり。声援を
受けた選手がボールをゲートに通過
させるたびに、大きな拍手が上がっ
ていました。

スポーツで元気に交流
高齢者クラブスポーツ大会
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　「おもちゃ図書館」の開館式が６月
９日、市総合保健福祉センター「ひ
だまり」で行われ、小宅近昭那珂市
社会福祉協議会会長をはじめとする
市関係者やおもちゃ図書館を利用す
る親子など約４０人が出席しました。
　「おもちゃ図書館」とは、心身の発
達に不安のある子や障害児とその家
族を支援するために、おもちゃ遊び
の場やおもちゃの貸出しを行う全国

障害のある子に遊び場を提供します
那珂市おもちゃ図書館開館（市社会福祉協議会）

　常陸太田市境の粟原釣場で５月２９
日、恒例の釣大会が行われ、参加者
約１００人が、ふなの部と雑魚の部に
分かれて腕を競いました。
　早朝６時から行われた大会では、
開始前から大勢の釣り愛好家が会場
に集まり、絶好のポイントを取ろう
と、真剣に場所選びを開始。すでに
勝負は始まっています。天候にも恵
まれたこの日、一番の大物は３２．７�
という見事なへらぶな。釣り上げた
常陸太田市の石塚利美さんには、賞
状と優勝商品が贈られました。

大物釣り上げにっこり
第４２回粟原つり大会

的に展開されているボランティア活
動のことです。
　那珂市おもちゃ図書館は、那珂市
社会福祉協議会が設置したもので、
ボランティアサークル・フォルテ（会
員１４人、代表小泉佳子さん）の皆さ
んが運営を行います。同じ立場の母
親や家族同士が交流を深め、親子で
安心して楽しく過ごせる場を提供す
ることを目的として、未就学児を対
象におもちゃ遊びと貸出しを行う
「ひよこ広場」と集団遊びを行う「ひ
よこ教室」、小・中学生を対象に余暇
活動支援を行う「いるか教室」を毎
月１回ずつ開催していく予定です。
　「ひよこ教室」「いるか教室」には、
事前の申し込みが必要です。詳しく
は那珂市社会福祉協議会�２９８－８８８１
までお問い合わせください。

　那珂市役所から地上波デジタルテ
レビ番組が６月１日、県内に向けて
生放送されました。
　この番組は、市役所に簡易スタジ
オを設置し、午前１１時４０分ごろから
約４分間、各自治体の魅力を職員が
手作りで生放送する番組です。那珂
市からは６月と７月の２か月間、毎
週水曜日、全９回放送されます。
　１回目には、JAひたちなかの渡邊
道男さんと生産者の秋葉信一さんが
登場。とうもろこしや那珂かぼちゃ
など旬の野菜を紹介しました。

那珂市の魅力をPR
市役所からデジタルテレビ放送

　６月１９日、那珂市文化協会器楽・
声楽部会主催による第４回なかふれ
あいコンサートが市中央公民館で開
催され、加盟９団体が日ごろの活動
の集大成として、演奏や歌声を披露
しました。
　大正琴の那珂ハーモニーの皆さん
と津軽三味線奏者の川井美紀さん
（平成９・１０年全国大会優勝）、照沼
優介・亮さん兄弟（平成１５年大阪大
会団体の部優勝）とのセッションで
は、その音色に酔いしれた観客から
盛んな拍手が贈られました。

演奏・歌声に盛んな拍手
第４回なかふれあいコンサート

　第３６回交通安全子ども自転車那珂
地区大会が６月９日、那珂総合公園
で開催されました。大会には、市内
の小学校から代表４人が参加し、学
科と自転車走行で安全についての知
識や技術を競い合いました。自転車
走行は、交差点での左右確認や一時
停止が守れているかどうかの安全走
行テストと、自転車の運転技術を試
す技能走行の２種類。優勝チームは
県大会へ出場します。成績は次のと
おりです。①瓜連小②木崎小③菅谷
小④菅谷東小⑤菅谷西小

交通事故に気をつけよう
交通安全子ども自転車大会

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。



１８

申し込み・問い合わせ／市生活環境課

環境衛生係　�２９８－１１１１　内線２５４

　県では、県民一人ひとりの人権が尊
重され、互いの人権を尊重し合う社会
とするため、人権啓発、人権教育及び
人権擁護を総合的に推進する新たな拠
点として、茨城県人権啓発推進セン
ターを平成１７年４月から開設しまし
た。ぜひご利用ください。
開設場所／茨城県庁１３階

水戸市笠原町９７８－６
開館時間／９：００～１７：００月～金曜日

※祝日および年末年始を除
きます。

事業内容／

ア　人権啓発…講演会の開催やホーム
ページ、マスメディアを通じた情報
提供、図書および啓発ビデオの貸出
など　

イ　人材育成・研修…市町村や企業な
どにおける人権啓発指導者の養成な
ど

ウ　啓発活動等支援…市町村や民間団
体などの先駆的な啓発活動の支援

エ　人権相談･･･相談員による県民か
らの人権相談への対応

オ　調査・研究･･･県民の人権意識調査
や啓発教材の研究

問い合わせ／県人権啓発推進センター

�３０１－３１３６、FAX３０１－３１３８

　今年は終戦から６０年目にあたりま
す。市歴史民俗資料館では、当時の体
験談を交え写真や実際の資料とともに
展示する企画展を開催します。皆様お
誘い合わせの上ご来館ください。
開催／７月２３日（土）～９月４日（日）
時間／９：００～１６：３０
休館日／毎週月曜日及び８月１２日（金）
～１５日（月）
場所／市歴史民俗資料館多目的ホール
入館料／無料
催し物のご案内／

『おじいさんおばあさんに聞く戦争の
話』戦争体験者のお話を聞きます。
日時　８月２１日（日）　１４：００～
問い合わせ／

市歴史民俗資料館　�２９７－００８０

� 人の動き �

那珂市の人口（６月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９４３人　　（＋１３）
　女　　　２８，６７８人　　（＋３）
　計　　　５６，６２１人　　（＋１６）
世帯数　　１９，５５８世帯　（＋３０）

「県人権啓発推進センター」開
設のお知らせ

特別企画展「戦後６０年の記憶～
語り継ぐそれぞれの戦争～」を
開催します

��������	��

� 今月の納税  �

●固定資産税・都市計画税 ２期

●国民健康保険税 １期

納期限：８月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確
実な口座振替制度があります
ので、どうぞご利用ください。
　詳細については、次までお
問い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推

進室　�２９８－１１１１　内線１６７

■税標語

太田税務署長賞
「税という
義務があっての権利です」
那珂一中２年　石川織絵さん

　特別障害給付金制度とは、国民年金制度の発展過程において生じた特別
な事情により、障害基礎年金等を受給していない障害者のかたを対象とし
た福祉的措置として、給付金の支給を行う制度です。
■支給の対象は

○平成３年３月以前の国民年金任意加入対象であった学生
○昭和６１年３月以前の国民年金任意加入者であった被用者（厚生年金、
共済組合等の加入者）の配偶者

であって、国民年金に任意加入していなかった期間内に初診日があり、現
在、障害基礎年金１、２級相当の障害に該当するかた。ただし、６５歳に達す
る日の前日までに当該障害状態に該当されたかたに限られます。
　※所得によって支給制限となる場合があります。

■支給額は

○障害基礎年金１級に該当するかた　月額５０，０００円
○障害基礎年金２級に該当するかた　月額４０，０００円
　※給付金は、認定を受けた後、請求月の翌月分から支給されます。

■請求先は　市役所（本庁）国保年金課、瓜連支所環境福祉課

��������������� 平成１７年４月～

問い合わせ／市国保年金課国民年金係　�２９８－１１１１　内線１４３
障害認定の審査、給付に関することは、
茨城社会保険事務局　�３０２－３１０８

５月１５日～６月１４日（敬称略）

福田勝男  ２，０００円
匿名  ３，０００円
野木利三郎 １０，０００円
高橋正夫 １，３７１円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

常陽銀行創立７０周年を祝い、川崎春男
菅谷支店長から花瓶が寄贈されました

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回）を発行し
ています。このコーナーでは一部
を掲載していますが、「おしらせ
版」も併せてご覧ください。

７日　ののがき脳神経外科

 クリニック（中台）

�３５２－０５５５

１４日　越田医院 （菅谷）

�２９８－００５１

２１日　諸岡医院　　　　　（瓜連）

�２９６－１１２３

２８日　塙内科消化器科　　（後台）

�２９５－２１１０

■診療時間／９：００～１１：３０

※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、県救急医療情報
コントロールセンターへお問い
合わせください。 �２４１－４１９９

　みんなの健康相談を次のとおり開催
します。
日時・場所／

○８月２日（火）、２２日（月）
　市総合保健福祉センター
 「ひだまり」
○８月３１日（水）
　市総合センターらぽーる
　※受付時間は、９：３０～１１：００
相談内容／（健康や身体に関する相談）
・生活習慣病予防
・予防接種や赤ちゃんのこと
・こころの悩み、思春期・更年期に関
すること

・各種栄養相談など
費用／無料
持ってくるもの／

　赤ちゃん　母子健康手帳
　大　　人　健康手帳または血圧手帳
担当者／保健師、看護師、栄養士
問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

　昭和３０年（１９５５年）４月１日から昭和
３１年（１９５６年）３月３１日までの間に婚姻
なされたご夫婦で、平成１８年３月３１日
現在で結婚５０周年を迎えるかたは、８

� ��

月１０日（水）までに担当民生委員までお
� ������������������������������

申し出ください。なお、本年は式典を
行なわず、記念品のみの配布になりま
す。
問い合わせ／市社会福祉課総務社会係

�２９８－１１１１　内線１２３

対象者／

○要介護度４以上の非課税世帯の高齢
者を介護するかた

○要介護認定は受けていないが、上記
に相当する非課税世帯の高齢者を介
護するかた

支給条件／

　在宅高齢者で、平成１６年８月１日か
ら平成１７年７月３１日までの間、介護保
険のサービスを受けていない者を常時
介護する家族に支給（原則１週間程度
のショートステイの利用を除く）
支給金額／１０万円

受付期間／８月１日（月）～１９日（金）
受付・問い合わせ／

市介護福祉課高齢者支援係

�２９８－１１１１　内線１３５

日時／８月７日（日）　９：００～１１：００
場所／ふれあいセンターよしの　集会
ホール
参加費／無料（１家族５個まで）
定員／１００人（先着順）
持参するもの／ナイフ、キリ、のり、
絵の具（クレヨン）など
申込方法／

　８月４日(木)までに、ふれあいセン
ターよしのまで電話またはFAXでお申
し込みください。
主催／ふれあいセンターよしの公民館
芳野分館
申し込み・問い合わせ／

ふれあいセンターよしの

�２９５－２６７３　FAX２９５－２８１９

　市では、公園墓地「福ヶ平霊園」及
び「瓜連冨士霊園」の永代使用者を募
集しています。
使用できるかた／

市内に住所を有するかた
必要なもの／

印鑑、申請者の住民票の写し（本籍表
示のあるもの）
募集する公園墓地／

○福ヶ平霊園

場所　那珂市田崎６９６－１
区画　５�（間口２ｍ　奥行２．５ｍ）
永代使用料　２５０，０００円
年間管理料　２，６３０円
○瓜連冨士霊園

場所　那珂市平野１４４２－３
・区画
５�（間口２ｍ　奥行２．５ｍ）
※洋型と和型があります。
永代使用料　２５０，０００円
年間管理料　２，６３０円
・区画
１０�（間口４ｍ　奥行２．５ｍ）
永代使用料　５００，０００円
年間管理料　５，２５０円

��������

日時／８月２３日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士
※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

日時／８月３日（水）、１０日（水）、１７日
（水）、２４日（水）、３１日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」内）　�２９８－８８８１

法律相談のおしらせ

みんなの健康相談

心配ごと相談

本年、金婚式を迎えられる
ご夫婦のお申し出について

在宅介護慰労金を支給します

お盆に手作りのハジキ灯籠で
ご先祖様をお迎えしませんか
（ハジキ灯籠作り参加者募集）

公園墓地「福ヶ平霊園」「瓜連冨
士霊園」の使用者を募集します



２０

児童
図書図書

児童
図書図書

Book
■市中央公民館から新着図書のご案内

��������
あたしいいこなの。だって、朝ね
ぼうしないし、おかたづけもきち
んとするし、でもほんとはね…子
どものホンネをいきいきと描く絵
本。
井上林子　作・絵／岩崎書店

��������� ����

���
誰かが私の「過去」を 覗 いている！

のぞ

いや違う、「過去」が私を覗いてい
るのか。ホラー小説の旗手が「本
当にあった怖い話」を取材して描
いた超・恐怖小説８編。
鈴木光司／新潮社

�������
ひよこが、おでかけのとちゅう、
ぶたさんやあひるさんなどいろい
ろな動物に会いました。そしてお
うちに帰ったひよこは？
ジョン・ローレンス　作
／評論社

イギリスとアイルランドには、と
ても行きたい。だが、飛行機には
乗りたくない。作家・恩田陸は、
飛行機恐怖症を克服できるのか？
 酩  酊 混乱のイギリス、アイルラン
めい てい

ド紀行エッセイ。
恩田　陸／講談社

同情を集めるかわいそうなシンデ
レラの素顔とは？メル友に会うに
は写真と実物のギャップがありす
ぎ！苦節３０年、売れない作家は初
めての選考会へ勇んで望むが。笑
いのマエストロが贈る、超ブラッ
クな１３の短編を収録。
東野圭吾／集英社

������
男は、ある女性から自殺 幇  助 を頼

ほう じょ

まれた。愛と死。そして、その先
にあるもの…。「世界の中心で、
愛をさけぶ」の作者が新たな地平
を 拓 く恋愛長編。

ひら

片山恭一／小学館

■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������

���������	

�����

�����

������

����

���������	

【一般図書】●「シーセッド・ヒーセッド」柴田よしき／実業之日本社●「ビ
ジョン」森村誠一／実業之日本社●「辰巳八景」山本一力／新潮社●「うちの
パパが言うことには」重松清／毎日新聞社●「霧のなかの子」トリイ・ヘイデ
ン／早川書房●「いつかパラソルの下で」森絵都／角川書店●「たまたま…」
大道珠貴／朝日新聞社●「風味絶佳」山田詠美／文藝春秋●「この本が、世界
に存在することに」角田光代／メディアファクトリー
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藤　
　

巖 

　

歳
８８

後
台 

根
本　
　

昭 

　

歳
７８

飯
田 

仲
田　
　

守
郎 

　

歳
８２

額
田
北
郷 

軍
司　
　

二
之 

　

歳
８８

菅
谷 

木
村　
　

三
郎 

　

歳
７３

後
台 

鈴
木　
　

ふ
よ 

　

歳
８８

お
く
や
み

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

�
井
田　

大
和 

治
久

福
田 

�
橋　
　

純
白 

悠

瓜
連 

手
塚　
　

釉
菜 

雄
一

菅
谷 

浅
野　
　

由
梨
奈 

力

福
田 

加
藤　
　

秀
之
介 

秀
一

中
台 

作
山　
　

廉 

勉

菅
谷 

軍
司　
　

菜
摘 

浩
志

堤 

澤
畑　
　

花
奈 

真
一

鴻
巣 

村
上　
　

駿
貴 

邦
男

菅
谷 

外
岡　
　

麻
実 

孝
則

菅
谷 

萩
谷　
　

望 

博
行

菅
谷 

井
田　
　

桃
香 

孝
一

菅
谷 

鈴
木　
　

遥
心 

弘
樹

�
�
�
�
�

 

５
月　

日
〜
６
月　

日

15

14

お
め
で
た

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■材料　４人分（１人分１１０kcal）

豚もも肉 ………………… ２００ｇ　　　　　
酒 ………………………… １０ｇ小さじ２　
片栗粉 …………………… 適宜　　　　　
オクラ …………………… ４本　　　　　
レタス …………………… 適宜　　　　　
トマト …………………… 中１個　　　　
ポン酢（市販品） ………… 適宜　　　　　
大根おろし ……………… 適宜　　　　　
※季節によってはいんげんやスナップえ
んどうに変えるのもお勧めです。

■作り方

①豚肉は脂身を除いて薄く切ってたたきの
ばし（薄切りでもよい）、酒を振ります。
②オクラは塩もみをし、食べやすい大きさ
に切り、軽く湯でておきます。レタスと
トマトも食べやすく切っておきます。
③豚肉に片栗粉を薄くまぶし、表面が透明
になって火が通って浮いたら冷水にとり
ます。
④水気を切った豚肉と野菜を盛り合わせま
す。

Cook

豚肉の
くずたたき風

■高脂血症のための料理です。豚肉は赤身
を使い脂肪分を控えてあります。調理で
は、油を使わないよう茹でて、ポン酢お
ろしでいただくよう工夫しました。野菜
を使った料理を一品添えると、栄養のバ
ランスがよくなります。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

飯田

間宮君枝さん



２２

父・修司さん　母・裕子さん
７月１３日生まれ（菅谷）

父・健一さん　母・博美さん
７月７日生まれ（横堀）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・英樹さん　母・洋子さん
７月８日生まれ（後台）

優
し
く

元
気
な
子
に
な
っ
て
ね
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

優
し
い
子
に
な
っ
て
ネ
。

元
気
に

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
！

�������
りょう

��� ��

た

��������� ���

な な

��������� ��

まな と

第 ６ 回 

多
小
学
校
は
、
県
植
物

園
や
県
民
の
森
、
那
珂

川
に
隣
接
す
る
な
ど
、

自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
全
校
児
童
で
組
織
す
る
の
が

森
林
愛
護
隊
。
昭
和　

年
の
全
国

５１

植
樹
祭
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ

れ
、
美
化
運
動
や
緑
の
羽
根
募
金

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

同
校
の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
は

県
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
に
多
く
の
表
彰
を
受
け
て

い
ま
す
。
６
月
５
日
に
は
、
潮
来

市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭

に
、
市
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、自
然
を
愛
し
、主
体
的
に
行
動

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
同
隊
。

結
成
か
ら　

年
、地
道
に
取
り
組

３０

ん
で
き
た
活
動
の
成
果
は
、戸
多

小
の
伝
統
と
し
て
現
在
の
児
童
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
森
で
の
鳥
の
巣
箱
か
け

が
一
番
の
思
い
出
と
話
す
の
は
高

橋
明
生
さ
ん（
６
年
生
）。
図
工
の

時
間
に
み
ん
な
で
作
っ
た
巣
箱

を
、
高
い
は
し
ご
を
登
っ
て
木
に

取
り
付
け
ま
し
た
。「
こ
の
巣
箱

の
中
で
、
産
ま
れ
た
雛
が
大
き
く

な
る
。
そ
れ
を
想
像
す
る
と
わ
く

わ
く
し
た
」。
生
き
物
の
誕
生
と

い
う
体
験
を
、
目
を
輝
か
せ
て
話

身近な自然に目を向け
できることから始めてみよう

地域の森林保全と環境美化に努める

那珂市戸多小学校森林愛護隊／戸多

戸

し
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
水
戸
駅
前
で
の
募
金
活

動
を
通
し
て
、
自
分
を
積
極
的
に

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
振
り
返

る
の
は
根
本
佳
織
さ
ん
（
６
年
）。

「
最
初
は
人
前
で
声
を
出
す
の
が

恥
ず
か
し
か
っ
た
」。
し
か
し
、

思
い
切
っ
て
通
る
人
に
話
し
か
け

て
み
る
と
、
返
っ
て
き
た
の
は
笑

顔
。「
そ
れ
で
心
が
軽
く
な
り
ま

し
た
。
な
ん
で
も
や
っ
て
み
る
こ

と
で
す
ね
」。
今
年
の
４
年
生
も

手
作
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、
元

気
よ
く
自
然
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
の
清
掃
に
も
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
同
校
。「
自
分
た
ち

の
通
学
路
は
自
分
た
ち
で
」を
合

言
葉
に
、ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
登

校
す
る
児
童
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。「
普
段
、き
れ
い
に
し
て
い
る

道
路
に
は
、ゴ
ミ
は
と
て
も
捨
て

ら
れ
な
い
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

自
然
か
ら
学
び
、の
び
の
び
と

成
長
し
て
い
く
児
童
た
ち
。「
同
隊

で
は
こ
の
た
び
、
地
域
の
協
力
を

得
て
制
服
を
新
調
し
ま
し
た
。
そ

ろ
い
の
制
服
に
児
童
も
大
喜
び

で
、
活
動
に
も
い
っ
そ
う
熱
が

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
緑

化
や
環
境
保
全
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
小
野
瀬
校

長
は
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

新しい制服で笑顔の森林愛護隊６年生のみなさん
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日
本
の
近
代
化
の
礎
と
な
っ
た

足
尾
銅
山
。東
洋
一
の
精
錬
所
の

あ
っ
た
足
尾
町
で
私
は
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。か
つ
て
隆
盛
を
極
め

た
大
正
時
代
に
は
３
万
を
超
え
た

人
口
も
次
第
に
減
少
し
、今
で
は

３
千
人
余
り
。私
の
通
っ
た
足
尾

高
校
も
ま
も
な
く
創
立
百
年
に
な

り
ま
す
が
、閉
校
に
な
る
と
聞
き
、

一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
。し

か
し
、故
郷
の
温
か
さ
は
以
前
と

変
わ
ら
な
い
の
は
嬉
し
い
限
り
で

す
。帰
省
し
て
ご
近
所
に
立
ち
寄

る
と
つ
い
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
 
日  
足 
ト
ン
ネ
ル（
日
光
―
足
尾

に
っ 
そ
く

間
）を
抜
け
た
街
道
の
景
色
に
、こ

れ
ぞ
故
郷
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

特
に
５
月
半
ば
の
新
緑
、そ
の
緑

に
映
え
る
う
す
紫
色
の
花
を
つ
け

た
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、ま
た
秋
の
季

節
の
紅
葉
は
、人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。遠
足
で
よ
く
出

か
け
た 
庚  
申  
山 
の
麓
に
あ
る 
銀  
山 

こ
う 
し
ん 
ざ
ん 

ぎ
ん 
ざ
ん

平
   

。水
が
と
て
も
綺
麗
で
お
い
し

だ
い
らい

の
が
自
慢
で
、国
民
宿
舎
か
じ

か
荘
の
露
天
風
呂
か
ら
の
眺
め
に

目
を
奪
わ
れ
ま
す
。ま
た
、 渡  
良  
瀬 

わ
た 
ら 

せ

川
で
の
か
じ
か
捕
り
や
イ
ワ
ガ
ニ

花
お
ぼ
ろ
百
の
羅
漢
に
百
の
夢　
　
　
　
　

堀　

口　

泉　

流

花
の
峰
千
の 
灯 
の
城
址
め
く 

眞　

�　

一　

耕

あ
か
り

花
筏
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
大
筏　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

和
希
子

花 
昏 
れ
て
川
に
と
け
だ
す
ホ
テ
ル
の 
灯 　
　

石　

川　

登　

魚

く 

ひ

花
万
朶
大
日
蓮
の
雄
姿
建
つ　
　
　
　
　
　

秋　

野　

三　

峰

花
の
雨
孫
誕
生
の
電
話
か
な　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

三　

風

花
冷
え
や
撫
で
る
子
犬
の
背
の
温
み　
　
　

眞　

�　

蒼　

月

花
見
酒
す
ぎ
て
女
房
の
膝
ま
く
ら　
　
　
　

萩
野
谷　

富
美
子

花
づ
か
れ
ま
た
ひ
と
つ
消
ゆ
狭
間
村　
　
　

木　

内　

晴　

絵

花
マ
ー
ク
見
に
行
く
予
定
の
滝
桜　
　
　
　

栗　

原　

冨　

久

花
冷
え
や
持
病
の
あ
り
て
生
か
さ
れ
る　
　

塙　
　
　

静　

風

花
万
朶
千
湖
に
浮
か
ぶ
空
ボ
ー
ト　
　
　
　

栗　

原　

美　

枝

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

春
長
け
し
窓
辺
に
夜
の
シ
ク
ラ
メ
ン
ふ
り
ほ
ど
か
れ
て
花
び
ら
の
落
つ　
　

高　

畠　

久
美
子

亡
き
父
と
交
友
の
人
の
訃
報
あ
り 
徐 
に
世
代
移
り
ゆ
く
ら
し 

平　

野　

里　

子

お
も
む
ろ

願
は
く
ば
桜
花
咲
く
こ
の
節
に
ほ
の
か
な
色
香
残
し
て
逝
き
た
し　
　
　
　

根　

本　

輝　

子

廃
車
せ
る
親
わ
れ
老
ひ
て
義
理
ご
と
は 
娘 
の
運
転
に
ひ
と
日
委
ぬ
る 

益　

子　

春　

子

こ

 
雪  
解 
水
豊
か
に
流
る
戸
赤
村
山
の
桜
の
祭
り
賑
ふ 

安　

藤　

正　

子

ゆ
き 
げ

花
の
香
よ
楠
の
若
葉
と
賞
な
が
ら 
湖 
沿
ひ
の
道
友
と
歩
め
り 

住　

谷　

幸　

枝

う
み

か
し
ま
台
の
校
歌
を
唄
ひ
語
ら
ひ
て
半
世
紀
せ
し
再
会
楽
し 

小　

貫　

よ　

ね

【短　歌】流れ

捕
り
、そ
し
て
水
遊
び
。ガ
キ
大
将

を
先
頭
に
、山
登
り
や
薄
暗
い
坑

道
跡
の
探
険
な
ど
瞼
を
閉
じ
る
と

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
蘇
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、足
尾
も
観
光
に
力

を
入
れ
、ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
坑

内
に
入
る
銅
山
観
光
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、銅
山
が
栄
え
た

頃
、古
河
鉱
業
が
迎
賓
館
と
し
て

使
っ
た 
掛  
水 
倶
楽
部
も
観
光
の
名

か
け 
み
ず

所
の
一
つ
で
す
。余
談
で
す
が
、今

は
宇
都
宮
に
住
む
陶
芸
家
の
兄
も

故
郷
足
尾
の
掛
水
倶
楽
部
で
、先

日
個
展
を
開
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

時
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
、那

珂
市
に
住
ん
で
早　

年
。住
め
ば

３０

都
と
い
い
ま
す
が
、今
で
は
す
っ

か
り
自
宅
が
一
番
ほ
っ
と
す
る

「
故
郷
」に
な
り
ま
し
た
。

���

����
��������
������

小又雅代さん／戸

■ふるさと一口メモ
足尾町の歴史は、足尾銅山の
歴史そのもの。江戸時代中期
には足尾千軒と呼ばれるほど
の繁栄を示しました。しか
し、その銅山も産銅量の減少
や時代の流れで昭和４８年に閉
山となりました。足尾町は、
自然豊かで北部の山にはニホ
ンカモシカも生息していま
す。また、小又さんいわく、
故郷の味「アンコ玉」がお奨
めだそうです。近く日光市と
合併予定。人口約３，２００人。

栃木県

足尾町

▲




